
禮
殿
一
番
祈
祷

杓子（竹製）・夫婦箸（竹製）

夫婦箸（竹製）

卓布「都わすれ」・宮司揮毫大色紙（額付き）

卓布「御手洗社」・宮司揮毫短冊・古材短冊掛け

卓布「洛中洛外図」

卓布「けまり絵図」卓布「孝明天皇賀茂行幸絵図」

世界遺産 賀茂御祖神社（下鴨神社）

禮殿（祈祷殿）再興
特別祈祷・参拝のご案内

禮殿（祈祷殿）再興御神宝等寄贈返礼品

寄付額 返礼品 御札
１,０００万円以上 宮司揮毫大色紙（額付）・卓布（５種選択） 大
５００万円以上１,０００万円未満 宮司揮毫短冊・古材短冊掛け・卓布（３種選択） 大
３００万円以上５００万円未満 卓布（２種選択）・袱紗・銅鐸 大
１００万円以上３００万円未満 卓布（２種選択）・銅鐸 大
５０万円以上１００万円未満
1０万円以上5０万円未満

卓布（１種選択）・銅鐸 大
卓布（１種選択）・銅鐸 大

５万円以上１０万円未満 袱紗・銅鐸 小
３万円以上５万円未満 袱紗 小
1万円以上３万円未満 夫婦箸（竹製）・杓子（竹製） 小
５,０００円以上１万円未満 夫婦箸（竹製） 小

禮殿（祈祷殿）再興奉納行事

７月 ６日（土） 午後２時　～　八瀬天満宮　八瀬赦免地踊
７月 ７日（日） 午後２時　～　京都市少年合唱団演奏会
７月１０日（水） 午後２時　～　糺能
７月１４日（日） 午後２時　～　静原神社　伝承太鼓
７月１６日（火） 午前１１時～　神仏霊場会

※諸事情により変更の場合がございます。

禮
殿（
祈
祷
殿
） 

再
興
御
神
宝
等
寄
贈
返
礼
品

こ
の
度
は
、禮
殿（
祈
祷
殿
）の
再
興
に
伴
い
、多
く
の
皆
様
か
ら
ご
奉
納
と
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。そ
の
ご
返
礼
と
し
て
左
記
の
返
礼
品
を
調
製
い
た
し
ま
し
た
。

下鴨神社
〒606-0807 京都市左京区下鴨泉川町59
TEL 075-781-0010/FAX 075-781-4722
http://www.shimogamo-jinja.or.jp

世界
遺産

写真はイメージです

写真はイメージです

さるや休憩所

鴨社資料館秀穂舎旧三井家
下鴨別邸
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殿
祷
祈
（殿
禮い

ら

ん
で

一
番
祈
祷
受
付

正式参拝受付

国
宝
御
本
宮
一
番
正
式
参
拝



禮
殿︵
祈
祷
殿
︶再
興
に
よ
る
禮
殿
で
の
一
番
祈
祷

　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
国
宝
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
の
ご
案
内

こ
の
度
︑令
和
六
年
七
月
一
日
に
禮
殿︵
祈
祷
殿
︶が
第
三
十
四
回
式
年
遷
宮
事
業
と
し

て
再
興
さ
れ
ま
す
︒

禮
殿
は
平
安
時
代
よ
り
明
治
時
代
初
期
ま
で
朝
廷
の
御
祈
祷
を
斎
行
す
る
祈
祷
殿
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

古
式
の
旧
地
に
祈
祷
殿﹁
禮
殿
﹂を
再
建
し
て
御
本
宮
域
で
は
賀
茂
祭
を
は
じ
め
と
す
る

千
年
来
の
伝
統
祭
儀
を
厳
修
す
る
特
別
な
神
域
と
し
て
本
来
の
姿
に
復
し
後
世
に
残
す

べ
き
国
の
宝
で
あ
る
ご
本
宮
の
維
持
管
理
に
つ
と
め
て
参
り
ま
す
︒

さ
て
こ
の
度
こ
の
め
で
た
い
再
興
に
あ
わ
せ
て﹁
禮
殿
で
の
一
番
祈
祷
﹂並
び
に﹁
国
宝
御

本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
﹂の
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
︒皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
家

内
安
全
・
社
運
隆
昌
・
事
業
繁
栄
等
を
ど
う
ぞ
ご
祈
願
下
さ
い
︒

︽
禮
殿
で
の
一
番
祈
祷
︾

﹁
禮
殿
で
の
一
番
祈
祷
﹂と
は
︑御
遷
座
に
よ
り
大
神
様
の
御
力
が
新
た
ま
り
大
い
な
る

御
神
徳
を
い
た
だ
く
祈
祷
で
す
︒一
番
祈
祷
は
︑ご
芳
名
と
願
意
を
読
み
上
げ
て
の
御
祈

祷
と
な
り
ま
す
︒個
人
様
・
企
業
様
や
各
種
団
体
様
に
お
け
る
一
〇
〇
名
ま
で
の
一
番

祈
祷
も
受
付
て
お
り
ま
す
︒

︽
国
宝
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
︾

﹁
国
宝
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
﹂と
は
︑禮
殿
再
興
を
記
念
し
て
一
ヵ
月
の
み
行
う

本
殿
で
の
正
式
参
拝
で
す
︒一
番
正
式
参
拝
は
祓
殿
に
て
お
祓
い
の
後
︑本
殿
に
て
玉
串

を
奉
り
︑二
礼
二
拍
手
一
礼
の
作
法
に
て
御
拝
礼
い
た
だ
き
︑御
鈴
を
お
受
け
い
た
だ
き

ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賀
茂
御
祖
神
社︵
下
鴨
神
社
︶

お
申
込
み
に
つ
い
て

申
込
書
は
同
封
の
専
用
封
筒
に
て
お
送
り
下
さ
い︵
切
手
不
要
︶︒

祈
祷
料
は
同
封
の
郵
便
払
込
取
扱
票
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
︑お
近
く

の
郵
便
局
で
お
振
込
み
下
さ
い︵
手
数
料
不
要
︶︒ま
た
︑ご
参
拝
当
日
の
お
納

め
で
も
結
構
で
す
︒

遠
方
な
ど
の
ご
事
情
で
ご
参
拝
が
か
な
わ
な
い
場
合
で
も
︑右
記
の
要
領
で

お
申
込
み
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
祈
祷
い
た
し
ま
す
︒

申
込
書
︑祈
祷
料
は
︑直
接
神
社
お
納
め
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
︒

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
下
さ
い
︒

﹁
禮
殿
で
の
一
番
祈
祷
﹂及
び﹁
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
﹂は

《
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
》ま
で
で
す
︒

服
装
は
平
服
で
結
構
で
す
が
︑神
前
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
︒

◆◆◆◆◆◆◆

西本殿 東本殿

御手洗池

社務所

参集殿
楼門

西
駐
車
場

表
参
道

《
禮
殿
で
の
一
番
祈
祷
》申
込
書

《
国
宝
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
》申
込
書

家
内
安
全 

・ 

開
運
厄
除 

・ 

除
災
招
福 

・ 

安
産
祈
願 

・ 

心
願
成
就 

・ 

商
売
繁
盛

交
通
安
全 

・ 

良
縁
祈
願 

・ 

身
体
健
全 

・ 

病
気
平
癒

そ
の
他

一
金

円
也

（
一
〇
，〇
〇
〇
円
・
二
〇
，〇
〇
〇
円
・
三
〇
，〇
〇
〇
円
以
上
）

連
絡
者
氏
名（
代
表
者
以
外
の
場
合
）

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

申
込
内
容

祈

祷

内

容

祈
祷
料

住

所

電
話
番
号

代
表
者
氏
名

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

家
族
の
氏
名

家
族
の
氏
名

家
族
の
氏
名

家
族
の
氏
名

家
族
の
氏
名

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

家
族
の
氏
名

家
族
の
氏
名

家
族
の
氏
名

（
　
　
　
　
　
）　
　
　
　
　
　
―

※
ふ
り
か
な
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

下
記
の
い
ず
れ
か
に
〇
を
付
け
て
下
さ
い

◆参拝される人数（　　　　　名）

※
ご
参
拝
当
日
に
こ
の
申
込
書
を
ご
持
参
下
さ
い
ま
し
て
も
結
構
で
す
。

「
禮
殿
で
の 

一
番
祈
祷
」撤
下
品

初
穂
料
十
万
円
以
上 

・・・・・・・・・・・・・
撤
下 

御
神
酒
・
御
神
水
・
銘
々
皿（
五
枚
）・
杓
子
・
扇
子
・
御
札（
大
）

初
穂
料
五
万
円
以
上 

十
万
円
未
満
・・・
撤
下 

御
神
酒
・
御
神
水
・
銘
々
皿（
五
枚
）・
御
札（
小
）

初
穂
料
三
万
円
以
上 

五
万
円
未
満
・・・
撤
下 

御
神
酒
・
御
神
水
・
銘
々
皿（
一
枚
）・
御
札（
小
）

初
穂
料
一 

万
円
以
上 

三
万
円
未
満
・・・
撤
下 

御
神
酒
・
御
札（
小
）

「
国
宝
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
」撤
下
品

切
り
取
り

切
り
取
り

禮殿一番祈祷受付

御本宮での一番正式参拝受付

希望参拝日

参拝日未定の場合　いずれかに〇をお付け下さい。

７月　　　日（　　曜日）

７月中に参拝する

参拝しない

〇印をお付けにならない場合、７月３１日までお待ちし、お越し
にならなければ郵送させていただきます。

個
人
様
︑企
業
様
や
各
種
団
体
様
に
お
け
る
一
〇
〇
名
程
度
の
一
番
祈
祷
も
受
付
て
お
り
ま
す
︒

詳
し
く
は
社
務
所︵
〇
七
五
-
七
八
一
-
〇
〇
一
〇
︶ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
︒

「
国
宝
御
本
宮
で
の
一
番
正
式
参
拝
」と
は　

禮
殿
再
興
を
記
念
し
て
一
カ
月
間
の
み
行
う
御
本
宮
で

の
正
式
参
拝
で
す

◆
初
穂
料　
　

五
千
円（
一
名
〜
五
名
）

※
六
名
か
ら
は
一
名
増
え
る
ご
と
に
三
千
円

◆
国
宝
御
本
宮
で
の
正
式
参
拝
に
つ
い
て

御
本
宮
で
の
正
式
参
拝
は
　
祓
殿
に
て
お
祓
い
を
お
受
け
い
た
だ
き
　
御
本
宮
に
て
玉
串
を
奉
り
　

二
礼
二
拍
手
一
礼
の
作
法
に
て
御
拝
礼
い
た
だ
き
　
御
鈴
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
す

※
お
名
前
の
読
み
上
げ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

ま
た
　
御
下
が
り
と
し
て
ご
代
表
様
の
ご
芳
名
を
木
札
に
お
入
れ
し
ま
す（
一
体
）

昭
・
平
・
令
　
　
年
　
　
月
　
　
日 

生

住

所

電
話
番
号

代
表
者
氏
名

ふ
り
が
な

（
　
　
　
　
　
）　
　
　
　
　
　
―

※
ふ
り
か
な
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
参
拝
さ
れ
る
人
数

　
（　
　
　
　
　

名
）

希
望
参
拝
日

７
月　
　
　

日（　
　

曜
日
）

時　
　
　

分

切り取り

御
下
が
り
と
し
て
ご
代
表
様
の
ご
芳
名
を
木
札
に
お
入
れ
し
ま
す（
一
体
）

ご
不
明
の
点
は
社
務
所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
︒

※
七
月
一
日
は
祭
儀
の
た
め
午
後
二
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。


